
44　　　　　　　現場から

二
〇
一
七
年
の
北
海
道
演
劇
財
団
は
、
演
劇
シ
ー
ズ
ン

2
0
1
7
冬
で
始
ま
り
ま
し
た
。
三
月
ま
で
を
財
団
設
立
二
〇

周
年
期
間
と
位
置
づ
け
、
一
〇
周
年
の
時
に
初
演
し
た
チ
ェ
ー
ホ

フ
劇
「
北
緯

43°
の
ワ
ー
ニ
ャ
」
を
再
演
し
ま
し
た
。
東
京
か
ら
増

澤
ノ
ゾ
ム
、
金
澤
碧
を
客
演
に
招
き
、
豪
華
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

ワ
ー
ニ
ャ
叔
父
さ
ん
を
斎
藤
歩
の
脚
色
・
演
出
・
音
楽
で
公
演
し

ま
し
た
。

四
月
～
六
月
に
か
け
て
は
韓
国
演
劇
の
若
手
作
家
に
よ
る
新
作

「
象
じ
ゃ
な
い
の
に
…
。」、
そ
し
て
「
亀
、
も
し
く
は
…
。」
サ

ハ
リ
ン
公
演
、
更
に
清
田
区
二
〇

周
年
記
念
特
別
公
演
と
し
て
「
清

き
田
に
咲
く
ナ
ン
ミ
ョ
ー
ほ
う
れ

ん
草
」
を
い
ず
れ
も
芸
術
監
督
・

斎
藤
歩
の
作
・
演
出
で
公
演
し
ま

し
た
。
清
田
区
と
い
う
限
定
的
な

エ
リ
ア
に
題
材
を
絞
り
込
み
、
地

域
色
満
載
の
公
演
で
、
清
田
区
長

や
清
田
区
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
き
よ
っ
ち
」
も
出
演
す
る
な
ど
、

新
し
い
試
み
で
し
た
。
サ
ハ
リ
ン

で
の
「
亀
」
も
好
評
で
、
地
域
か

ら
海
外
へ
、
様
々
な
取
り
組
み
を
同
時
並
行
で
行
っ
て
い
ま
す
。

八
月
に
は
札
幌
国
際
芸
術
祭
S
I
A
F
参
加
企
画
と
し
て「
中

島
公
園
百
物
語
」
を
子
供
の
た
め
の
劇
場
「
こ
ぐ
ま
座
」
と
共

催
し
て
公
演
し
ま
し
た
。
中
島
公
園
の
歴
史
を
子
ど
も
た
ち
と

掘
り
起
こ
し
、
今
は
無
く
な
っ
た
様
々
な
施
設
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
夏
の
夜
に
妖
怪
と
し
て
蘇
ら
せ
た
、
妖
怪
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
人
形
劇
作
家
の
沢
則
行
さ
ん
と
共
に
創
作
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
も
札
幌
国
際
芸
術
祭
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
ヴ
ォ
ー
カ
ル
グ

ル
ー
プ
「
マ
レ
ウ
レ
ウ
」
と
韓
国
人
ダ
ン
サ
ー
の
チ
ョ
ン
・
ヨ
ン

ド
ゥ
、
日
本
人
ダ
ン
サ
ー
の
東
海
林
靖
志
ら
に
よ
る
ダ
ン
ス
作
品

「
r
a
p
r
a
p
」
を
シ
ア
タ
ー
Z
O
O
か
ら
出
品
し
、
こ
の
作

品
は
来
年
、
ロ
シ
ア
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
も
リ
メ
イ
ク
版
を
公
演

す
る
予
定
で
す
。

秋
に
は
三
年
ぶ
り
と
な
る
道
内
ツ
ア
ー「
空
知
る
夏
の
幻
想
曲
」

で
江
別
・
中
標
津
・
石
狩
・
帯
広
・
新
札
幌
・
北
広
島
・
岩
見
沢

で
空
知
の
石
炭
と
小
麦
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
公
演
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
地
域
に
密
着
し
た
題
材
で
創
作
し
た
物
語
で
し
た
。

子
ど
も
を
劇
場
に
招
き
入
れ
る
企
画
と
し
て
昨
年
か
ら
始
め
た

シ
リ
ー
ズ
「
劇
の
た
ま
ご
」
を
継
続
し
、
清
水
友
陽
の
構
成
演
出

で
「
ぐ
り
ぐ
り
グ
リ
ム
第
一
章
・
お
か
し
な
森
の
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
」
を
公
演
し
ま
し
た
。
未
就
学
児
童
も
観
劇
で
き
る
親

北
海
道
演
劇
財
団
の
二
〇
一
七
年
の
活
動

北
海
道
演
劇
財
団
常
務
理
事
／
芸
術
監
督　

斎
藤　

歩

亀、もしくは…　サハリン公演
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子
観
劇
デ
ー
が
好
評
で
、
来
年
以
降
、
こ
の
企
画
を
増
や
す
計
画

で
す
。

演
劇
財
団
で
運
営
し
て
い
る
小
劇
場
シ
ア
タ
ー
Z
O
O
で
は
、

企
画
公
演
と
し
て
、
若
手
劇
作
家
三
名
を
選
抜
し
、
三
本
の
新
作

を
創
り
ま
し
た
。
p
r
o
t
o  

P
a
s
p
o
o
r
「
あ
る
映
画

の
話
」
の
小
佐
部
明
広
・
木
製
ボ
イ
ジ
ャ
ー
14
号
「
ホ
テ
ル
」
の

前
田
透
・
R
E
D 
K
I
N
G 

C
R
A
B
「
ガ
タ
タ
ン
」
の
竹
原

圭
一
、三
名
の
若
手
劇
作
家
に
企
画
立
案
の
段
階
か
ら
劇
場
が
関

与
し
、
戯
曲
の
点
検
作
業
と
し
て
、
年
長
者
の
劇
作
家
・
演
出
家
・

俳
優
に
よ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
稽
古
前
に
戯
曲
の
点
検
を

行
い
、
弱
点
な
ど
を
指
摘
。
ま
た
、
劇
場
入
り
す
る
一
〇
日
ほ
ど

前
か
ら
、劇
場
に
併
設
さ
れ
た
稽
古
場
を
カ
ン
パ
ニ
ー
に
開
放
し
、

仕
込
み
日
数
も
一
週
間
ほ
ど
劇
場
で
行
え
る
よ
う
に
手
配
し
ま
し

た
。
普
段
、
稽
古
場
探
し
に
苦
労
し
た
り
、
仕
込
み
時
間
が
足
り

ず
ギ
リ
ギ
リ
に
舞
台
を
組
ん
で
、
リ
ハ
ー
サ
ル
も
不
十
分
な
ま
ま

初
日
を
迎
え
る
こ
と
の
多
い
若
手
劇
作
家
・
演
出
家
に
、
創
造
型

劇
場
と
し
て
関
与
・
支
援
し
て
新
作
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
シ
ア
タ
ー
Z
O
O
で
は
下
鴨
車
窓
（
京
都
）、
道

産
子
男
闘
呼
倶
楽
部
（
東
京
）、
M
A
M
（
東
京
）
な
ど
、
全
国

各
地
か
ら
優
れ
た
小
劇
場
作
品
を
北
海
道
に
招
い
た
ほ
か
、
落
語

家
・
桂
枝
光
さ
ん
に
よ
る
寄
席
を
四
回
開
催
し
、地
域
の
落
語
フ
ァ

ン
に
小
劇
場
で
楽
し
む
寄
席
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

道
内
各
地
に
良
質
な
演
劇
作
品
を
届
け
る
地
域
文
化
事
業
も
、

四
演
目
行
い
ま
し
た
。

七
月
に
芸
術
監
督
の
斎
藤
歩
が
、
梅
田
芸
術
劇
場
の
制
作
作
品

「
O
T
H
E
R 

D
E
S
E
R
T 

C
I
T
I
E
S
」
東
京
・
大
阪
公

演
に
急
遽
客
演
。青
森
県
立
美
術
館
か
ら
の
依
頼
で
、プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
木
村
典
子
が
通
訳
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ダ
ン
ス

作
品
の
製
作
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
斎
藤
歩
が
作
・
演
出
を
担
当
し

て
「
津
軽
の
女
」
と
い
う
新
作
も
創
造
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
外

部
か
ら
の
依
頼
に
道
内
の
人
材
を
派
遣
す
る
仕
事
に
も
、
積
極
的

に
応
え
て
い
ま
す
。

二
〇
一
七
年
は
道
内
各
地
に
演
出
家
や
俳
優
を
派
遣
し
て
行
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
事
業
を
、
大
幅
に
拡
大
し
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
平
成
二
七
年
度
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
実
施
件
数
で

一
七
件（
H
二
七
）か
ら
三
八
件（
H
二
九
見
込
み
）で
倍
増
さ
せ
、

実
施
回
数
は
五
二
回
（
H
二
七
）
か
ら
一
四
四
回
（
H
二
九
見

込
み
）、
派
遣
人
数
も
参
加
者
数
も
、
ほ
ぼ
倍
増
さ
せ
て
い
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
ク
ラ
ス
や
、
地
域
の
集
ま
り
、
子
育

て
世
代
の
サ
ー
ク
ル
、
乳
幼
児
の
た
め
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
地
域
の

僧
侶
の
研
修
会
な
ど
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
で
、
札
幌
市
内
以
外

で
は
、
紋
別
・
当
別
・
石
狩
・
恵
庭
・
北
竜
・
砂
川
・
北
広
島
・

岩
見
沢
・
江
別
ほ
か
、
全
道
各
地
へ
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

今
、
こ
う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域
で
担
え
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
当
財
団
で

も
、
こ
う
し
た
人
材
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
検
討
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
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T
G
R
札
幌
劇
場
祭
2
0
1
7
は
、
一
一
月
一
日
か
ら
一
二

月
三
日
ま
で
三
三
日
間
の
会
期
で
、
三
三
団
体
が
参
加
。
そ
の
う

ち
大
賞
に
二
〇
劇
団
、
新
人
賞
に
五
劇
団
、
計
二
五
劇
団
が
賞
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

T
G
R
は
一
二
年
目
を
迎
え
た
今
年
、
賞
及
び
授
賞
式
の
内

容
の
見
直
し
を
し
た
。
二
〇
〇
六
年
の
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
五
年
目

に
な
る
二
〇
一
〇
年
に
公
開
審
査
会
・
授
賞
式
の
形
式
と
な
っ
た
。

当
初
は
画
期
的
な
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
が
、回
を
重
ね
、

公
開
審
査
会
が
常
態
化
し
て
い
く
中
で
、
徐
々
に
審
査
会
に
対
す

る
見
方
も
変
化
し
て
、
こ
こ
一
、二
年
は
公
開
審
査
会
不
要
論
が

多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
S
N
S
な
ど
を
通
じ
て
容
易

に
作
品
に
対
す
る
反
応
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、

時
代
の
変
化
も
要
因
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
札
幌
劇
場
連
絡
会
と
し
て
内
外
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
を
重
ね
、
作
品
の
講
評
は
T
G
R
閉
幕

後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
す
る
、
ま
た
各
賞
も
俳
優
賞
を
新
設

す
る
な
ど
し
、
賞
の
内
容
は
、
大
賞
、
優
秀
賞
、
特
別
賞
、
新
人

賞
、
審
査
員
賞
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
、
俳
優
賞
と
し
た
。
各
賞

の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
大
賞
】

　

y
h
s
「
白
波
っ
！
」。

結
成
二
〇
周
年
記
念
公
演
。高
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
、

躍
動
感
溢
れ
る
舞
台
、
役
者
も
観
客
も
掛
け
値
な
し
に
楽
し
ん
だ

祝
祭
性
に
満
ち
た
作
品
。
劇
団
代
表
南
参
の
今
や
得
意
レ
パ
ー
ト

リ
ー
の
一
つ
と
言
っ
て
も
い
い
歌
舞
伎
リ
メ
イ
ク
物
の
第
三
弾
。

「
y
h
s
史
上
も
っ
と
も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
物
語
」（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）
で
二
〇
周
年
を
祝
い
、
大
賞
を
手
に
し
た
。

【
優
秀
賞
】

〇
ト
ラ
ン
ク
機
械
シ
ア
タ
ー
「
ね
じ
ま
き
ロ
ボ
ッ
ト
α
～
と
も
だ

ち
の
こ
え
～
」。

T
h
e
a
t
e
r  
G
o  

R
o
u
n
d  

札
幌
劇
場
祭  

２
０
１
7　

報
告札

幌
劇
場
連
絡
会
会
長　

藤
村
智
子

劇
場
・
演
劇
を
取
り
巻
く
社
会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
具
体
化
し
始

め
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
包
摂
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
の
た
め
の
取
り
組
み
を
、さ
ら
に
増
や
し
て
、

演
劇
が
、
劇
場
が
社
会
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る

た
め
に
も
、
私
た
ち
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ま

だ
ま
だ
山
の
よ
う
に
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
一
つ
一
つ
、
積
み
重

ね
て
次
の
三
〇
周
年
と
い
う
節
目
に
向
か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
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